
令和３年度事業計画・予算

Ⅰ 基本方針

当法人は、平成28年7月25日、一般財団法人として設立し、公益目的各事業等を着実に行

ってまいりました。この実績を踏まえて、平成30年7月26日、北海道知事より法人第1280号

指令で公益財団法人として認定されました。

当法人は公益財団法人の目的を定款第3条において、「特別支援学校のスポーツ振興に関

する事業を行い、障害のある児童生徒の健全な 発達に寄与することを目的とする」として、

その事業内容は定款第4条で「（1）フットサル等スポーツ活動の普及 （2）フットサル等競

技会等の開催・助成 （3）フットサル等スポーツ活動の調査・研究 （4）その他、この法人

の目的を達成するために必要な事業」と示しました。

このことを踏まえ、令和3年度は、以下に示す事業計画に基づき事業の推進に努めてまい

ります。

1 定款第 4条 1のフットサル等スポーツ活動の普及

1-1 スポーツ用品の寄贈

1-2 フットサル指導員の派遣

2 定款第 4条 2のフットサル等競技会の開催・助成

1-1 2021 第 5 回小野寺眞悟杯特別支援学校フットサル大会の開催

3 定款第 4条 3のフットサル等スポーツ活動の調査・研究

3-1 スポーツ活動に係る実践研究校の指定



Ⅱ 事業計画

視覚障がい

 北海道札幌視覚支援学校

 北海道函館盲学校

 北海道旭川盲学校

 北海道帯広盲学校

聴覚障がい

 北海道高等聾学校

 北海道札幌聾学校

 北海道函館聾学校

 北海道旭川聾学校

 北海道室蘭聾学校

 北海道帯広聾学校

知的障がい

 北海道雨竜高等養護学校

 北海道札幌高等養護学校

 北海道札幌稲穂高等支援学校

 北海道札幌あいの里高等支援学校

 北海道千歳高等支援学校

 北海道白樺高等養護学校

 北海道新篠津高等養護学校

 北海道小樽高等支援学校

 北海道伊達高等養護学校

 北海道今金高等養護学校

 北海道函館五稜郭支援学校

 北海道函館高等支援学校

 北海道北斗高等支援学校

 北海道旭川高等支援学校

 北海道美深高等養護学校

 北海道美深高等養護学校あいべつ校

 北海道小平高等養護学校

 北海道紋別高等養護学校

 北海道新得高等支援学校

 北海道中札内高等養護学校

 北海道中札内高等養護学校幕別分校

 北海道中標津支援学校

 市立札幌豊明高等支援学校

 北海道夕張高等養護学校

 市立札幌みなみの杜高等支援学校

 日本体育大学附属高等支援学校

 北海道美唄養護学校

 北海道南幌養護学校

 北海道札幌養護学校

 北海道札幌養護学校 共栄分校

 北海道札幌養護学校白桜高等学院 令和３年度（2021 年度）４月開校

 北海道星置養護学校

 北海道星置養護学校ほしみ高等学園

 北海道札幌伏見支援学校

 北海道札幌伏見支援学校 もなみ学園分校

 北海道余市養護学校

 北海道余市養護学校 しりべし学園分校

 北海道室蘭養護学校

 北海道苫小牧支援学校 令和３年度（2021 年度）４月開校

 北海道平取養護学校

 北海道平取養護学校 静内ペテカリの園分校

 北海道七飯養護学校

 北海道七飯養護学校 おしま学園分校

 北海道鷹栖養護学校

 北海道東川養護学校

 北海道稚内養護学校

 北海道北見支援学校

 北海道紋別養護学校

 北海道紋別養護学校 ひまわり学園分校

 北海道帯広養護学校

 北海道釧路養護学校

 国立大学法人北海道教育大学附属特別支援学校

肢体不自由

 北海道岩見沢高等養護学校

 北海道真駒内養護学校

 北海道拓北養護学校

 北海道函館養護学校

 北海道旭川養護学校

 北海道網走養護学校

 北海道白糠養護学校

 札幌市立豊成養護学校

 札幌市立北翔養護学校

病弱

 北海道手稲養護学校

 北海道手稲養護学校三角山分校

 市立札幌山の手支援学校

聴覚･知的

 北海道釧路鶴野支援学校

肢体不自由・病弱

北海道手稲養護学校

令和 3 年度 当法人事業の対象とする北海道特別支援学校 74 校 令和２年度２校増(表１)
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1 定款第4条1のフットサル等スポーツ活動の普及 予算100万円

1-1 スポーツ用品の寄贈 予算 80万円

令和2年度実績は、23校、693,496円であった。令和3年度は、２校の新設と東京オリパラの実施による

障がい者スポーツへの感心・意欲の高まりがみられることから、約30校、80万円を予算化したい。

寄贈用品は、要望された障がい者スポーツ用品も含めて図1のとおりとする。



図1 寄贈用品リスト

令和2年度寄贈内容及び用品の寄贈メニュー

寄贈内容は、約2万円強になるように表1のA～Lの12セットのメニューとして実施する。

表1 寄贈用品のメニュー





1-2 フットサル指導員の派遣 予算 20万円

令和2年度実績は、コロナ感染症の関係で2校、104,920円を執行した。令和3年度はコロナ感染症の影

響も予想されるが、後期はワクチン接種などもあるので、4校分、200,000円を予算化する。

また、指導員の派遣報告書は当法人ホームページに掲載するとともに、スポーツ報告書にも原稿が間に合

えば掲載することとしたい。派遣に係る費用は、交通費として距離1キロメートル当たり30円、謝金として

泊を伴う場合は1日1万円、札幌近郊は1日3000円として、謝金の源泉所得税は外税を基準とした。

表2 令和2年度 フットサル指導員の派遣実施表



2 定款第 4 条 2 のフットサル等競技会の開催・助成 予算 370 万円

令和2年度は、コロナ感染症の拡大もあり、2020第4回小野寺眞悟杯特別支援学校フットサル大会開催を

断念・中止した。令和3年度は、コロナ感染症への配意とワクチンの接種等の動向を受けて開催するものとし

て、令和元年度に基づき予算化することとした。

なお、本大会は、江別市教育委員会の協力により、令和3年7月30日(金)、道立野幌総合運動公園体育館で

開催するとともに、前泊と後泊予定の１００人分は、同施設合宿所を使用するものとする。

また、今年度からこの大会に参加した北海道内特別支援学校での優勝校を、11月6日(土)、札幌市豊平区

体育館で開催する一般財団法人日本LCIF主催の「第１回全国特別支援学校フットサル大会」に出場する北海

道枠に推薦するものとする。なお、この全国大会の参加費用の全額は、当該財団日本LCIFが支出する。

令和３年度は、現在、コロナ感染症の影響がなければとのことで、台北駐日経済文化代表処教育部黄完超

部長より台北市立特殊教育学校及び台北市立啓聴学校の参加希望、また韓国安東愛明学校裴栄哲理事長から

の参加希望がある。

これに加えて、令和元年度のカテゴリーⅠ(中等部・高等部併置校)4校、カテゴリーⅡ(高等部単置校)23校、

27校(含む、令和３年度も台北市立啓聴学校の参加希望あり)、参加生徒数190名、引率者数86名、合計

276名、宿泊者は、前泊者156名、後泊者69名、後後泊(台北市立啓聴学校)12名、合計237名の実績を踏

まえて、学校数30校、生徒数220名、引率者数95名、合計315名の参加を見込んでいる。

令和元年度経費と令和３年度予算の対比

令和元年度の支出経費を踏まえた令和３年度の予算は、次のとおりである。

なお、学校の移動助成及び宿泊費の増額は、遠距離学校の増加による後々泊の必要見込みのためである。

宿泊は、１００名分は運動公園合宿所で可能であるが、約１００名は一般のホテル等への宿泊になる。

また、食糧費については、弁当の仕入れを野幌運動公園付属レストランからのスポーツ仕様弁当の増額に

よるものである。

表3 令和元年度支出と令和３年度予算

区 分 令和元年度支出 令和３年度予算

各学校の移動助成費 673,445円 800,000円

参加者の宿泊費 1,503,164円 1,800,000円

運営役員、審判等の謝金 365,295円 400,000円

優勝カップ等の表彰費 124,836円 150,000円

弁当等の食糧費 272,154円 370,000円

大会パンフレットの印刷費 97,470円 100,000円

大会参加・運営者の保険料 26,920円 30,000円

消耗品・雑費 34,759円 50,000円

札幌バスターミナル、高速野幌バス停留所、新千歳空港等からのバス輸送対策

道内各学校から札幌市までの移動は都市間バスでの移動助成を行うとともに、札幌駅から江別市野幌駅ま

ではJR移動費用の助成、野幌駅から運動公園まではJR北海道バスの特別時刻発車バスとすることなど、江

別市教育委員会との連携を深めて進めてまいりたい。



3 定款第4条3のフットサル等スポーツ活動の調査・研究 予算 70万円

令和２年度は、下表の５校に対して、1校10万円の研究助成を行い、１０万円の印刷関連のインク及び紙

代として印刷を依頼する北海道小樽高等支援学校の取引先に９.９万円を振り込んで、400部の実践研究報告

書を印刷した。

令和３年度は、肢体不自由特別支援学校長会から令和３年度2校の実践研究校の依頼がすでにあることから、

助成対象校を6校に拡大して、1校10万円の実践研究を継続して、各校の障害種別によるスポーツ開発及び

スポーツ種目等の工夫実践をより推進したい。

表4 令和2年度 実践研究指定校等

学校名 研究担当者 電話番号 メールアドレス

紋別高等養護学校 永易健太 015824112

0

nagayasu-kenta@hokkaido-c.ed.jp

男子新体操～創部３年目の成果と課題～

真駒内養護学校 渡邊憲幸 011581178

2

701606@hokkaido-c.ed.jp

肢体不自由特別支援学校間における遠隔会議シス

テムを活用したスポーツ交流(2)

新篠津高等養護学校 松山佳樹 012658328

0

hokushuukai@hokkaido-c.ed.jp

全国大会を経験した生徒達のサッカーや学校生活

における変容

今金高等養護学校 海田 健 013782312

1

kaida.takeshi@hokkaido-c.ed.jp

様々なスポーツを通して各競技のスキル向上を図

り、実生活にもつながるルールやマナーの遵守の

定着に関する研究

北海道八雲養護学校

（北海道手稲養護学校

三角山分校）

神原幸男 0137-62-36

70

kanbara@hokkaido-c.ed.jp

八雲養護学校における体育の取り組み～できる

楽しさから、生きる力へ～
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令和3年度収支予算




